
重
修
神
　
皇
　
正
　
統
記
　
者

神
皇
正
統
記
は
そ
の
成
立
後
二
度
に
亘
っ
て
'
古
典
と
し
て
の
生
命
に
か
か

わ
る
、
作
為
的
な
大
変
革
と
も
言
う
べ
き
特
殊
な
耽
り
扱
い
を
受
け
る
迎
命
に

遭
遇
し
た
。

最
初
は
北
朝
人
に
よ
る
意
識
的
な
改
ざ
ん
で
あ
り
'
次
は
こ
れ
か
ら
述
べ
よ

ぅ
と
す
る
明
治
二
十
年
前
後
に
行
な
わ
れ
た
歪
修
神
皇
正
統
記
の
作
成
で
あ

る
。
こ
の
最
初
の
も
の
は
、
起
こ
る
べ
-
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
、
神
皇
正
統

記
が
単
な
る
史
で
な
く
、
そ
こ
に
吉
野
朝
の
正
統
性
を
披
渥
し
へ
そ
の
容
を
読

む
者
に
著
者
北
昌
親
房
の
信
念
と
す
る
と
こ
ろ
を
訴
え
'
正
理
の
最
終
の
勝
利

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
'
こ
れ
を
手
に
し
た
北
朝
人
は
意
識

的
な
反
抗
を
示
し
た
。
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
の
立
場
か
ら
、
北
朝
の
正

統
性
へ
足
利
毒
府
の
正
当
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
'
神
皇
正
統
記
の

存
在
と
精
神
と
を
拒
否
す
る
だ
け
の
理
念
と
カ
と
を
持
ち
え
な
い
こ
と
の
た
め

に
'
こ
れ
と
本
格
的
に
対
決
す
る
こ
と
を
さ
け
て
、
自
己
満
足
的
な
変
革
を
加

え
て
へ
神
皇
正
統
記
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
る
0
日
山
本
釆
統
本
や
脇
坂
本

が
後
醍
醐
・
後
村
上
両
天
皇
の
条
に
稜
々
の
改
ざ
ん
を
行
な
っ
た
こ
と
'
刈
谷

本
系
統
本
が
第
九
十
二
代
後
伏
見
院
の
最
初
の
行
以
下
を
削
除
し
て
残
関
本
の

形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
へ
自
山
本
・
脇
坂
本
・
刈
谷
本
等
が
そ
の
巻
末
に
北
朝

皇
統
の
預
譜
を
書
き
入
れ
て
い
か
に
も
持
明
院
紐
が
正
統
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
こ
と
等
が
そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
で
L
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
帝
本
神

・
1
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
小
r
,
蝣
蝣
7
-
・
-
-
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-
>
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-
.
V
i
小
隼
:
-
¥
u
i
-
'
<

号
参
照
)
、
や
が
て
梅
後
輪
を
生
み
托
神
皇
正
統
記
の
出
現
へ
と
流
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
前
後
の
重
修
神
皇
正
統
記
作
成
の
試
み
は
'
動
機
的
に
も
こ
れ

と
全
-
対
照
的
で
'
南
北
朝
対
立
・
抗
争
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
南
朝

の
正
統
性
の
上
に
立
ち
神
皇
正
統
記
に
全
幅
の
信
頼
を
お
き
へ
そ
れ
が
皇
国
の

古
典
と
し
て
の
認
識
か
ら
発
す
む
も
の
で
あ
る
。

一
　
　
　
　
　
　
　
t
,
.
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.
.
.
.
.
.
.
H
t
㍑
・
小

飯
田
武
榔
・
粟
田
富
・
丸
山
作
楽
三
氏
の
校
合
書
入
れ
本
で
'
上
巻
の
本
文
は

丸
山
正
彦
笠
へ
巣
字
訂
正
は
丸
山
作
楽
で
あ
き
日
の
丸
山
季
夫
氏
の
鑑
定
が
つ

い
て
い
る
。
上
中
下
三
巻
挟
字
片
仮
名
交
り
十
行
本
へ
上
巻
の
輿
容
に

明
治
二
十
三
年
七
月
十
四
日
興
皇
典
講
究
所
重
低
木
校
勘
了
。
明
治
二
十
三

年
七
月
二
十
九
日
興
白
山
本
校
合
了
。
九
月
三
十
日
原
本
ト
校
鑑
了
。
十
月

二
十
日
写
シ
終
ハ
ル

と
見
え
て
い
る
が
'
こ
こ
の
原
本
は
神
皇
正
統
記
の
あ
る
一
伝
本
を
指
す
も
の

1　1　1
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夫
氏
戒
空
木
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
丸
山
季
夫
氏
は
前
記
の
丸
山
作

・
.
言
∴
'
¥
,
-
'
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∴
い
　
　
　
い
「
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、

て
そ
の
事
稿
本
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
こ
の
草

稿
本
に
つ
い
て
一
言
す
る
.
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た
も
の
で
あ
る
が
、
巻
氷
に
「
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
得
之
於
小
川
町

十

∵
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年
五
十
三
」
と
あ
り
,
続
い
て
「
別
本
亘
伍
神
皇
正
統
記
(
戒
弘
文
荘
)
は
飯

∵
　
黒
　
　
　
三
　
　
十
∴
ト
∴
・
-
"
'
:
.
.
*
.
.
¥
'

て
巻
末
に
明
治
二
十
三
年
七
月
十
四
日
(
以
下
前
記
の
天
理
本
式
修
神
皇
正
統

記
の
上
巻
の
奥
書
と
同
文
)
と
あ
り
」
と
見
え
へ
最
後
に
「
栗
田
・
内
挺
・
井

上
・
武
笠
茨
先
大
人
相
誤
り
て
本
吉
を
訂
正
重
修
せ
ん
と
て
各
々
巣
訂
せ
ら
れ

た
る
は
此
の
雷
な
り
。
ま
こ
と
に
珍
蔵
す
べ
き
も
の
ぞ
。
明
治
三
十
六
年
十
二

月
十
三
日
　
丸
山
正
彦
し
る
す
」
と
あ
る
。
こ
の
巻
末
に
呼
応
し
て
巻
顕
に
は

「
栗
田
・
内
藤
・
井
上
・
武
笠
・
先
人
　
各
大
人
自
整
容
入
本
　
丸
山
正
彦

」
　
　
∵
,
　
∴
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
-
.
-
-
・
y
-
.
^
-
五

ト
　
　
　
　
「
　
　
　
∴
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し
　
・
く
こ
「
-
-
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'
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い

し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
皇
輿
講
究
所
の
講
師
で
あ
る
か
'
講
究
所
の
月
例
講

蝣
1
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.
-
*
　
　
∴
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蠎
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"
-
・
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に
-
'
-
¥
蝣
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i
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人
-
:
1
-
蝣
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
皇
輿
講
究
所
は
明
治
十
五
年
九
月
有
栖
川
宮
轍
仁
親
H
l
を
総

裁
と
し
て
創
設
さ
れ
た
が
,
十
一
月
四
日
の
開
封
式
に
双
三
が
「
凡
学
問
ノ
遺

ハ
本
ヲ
立
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
貰
シ
o
故
-
自
体
ヲ
講
明
シ
'
以
テ
立
国
ノ
基
挺

ヲ
撃
ク
シ
,
徳
性
チ
河
童
シ
テ
'
以
テ
人
生
ノ
本
分
ヲ
尽
ス
ハ
t
 
P
I
世
易
フ
ベ

カ
ラ
ザ
ル
典
則
ナ
-
。
甲
ソ
テ
些
崇
此
二
昭
シ
O
是
本
塁
ノ
設
立
ラ
要
ス
ル

所
以
ナ
リ
」
(
国
学
院
大
学
七
十
年
史
十
六
・
十
七
五
)
と
告
諭
し
て
居
ら
れ
る

よ
う
に
,
明
治
初
年
以
来
の
欧
化
万
能
忠
恕
か
ら
め
ざ
め
て
、
日
本
古
来
の
伝

統
に
か
ん
が
み
次
第
に
国
軍
五
菜
的
な
日
本
主
苑
へ
の
道
を
歩
も
う
と
し
て
い

た
時
代
の
械
鍵
に
沿
っ
て
創
設
を
み
た
も
の
で
あ
る
O
こ
の
動
き
は
同
年
の
東

京
大
学
古
典
講
習
料
の
設
置
・
神
官
皇
学
館
の
開
設
と
も
置
関
し
て
考
与
り
れ

る
も
の
で
,
日
本
古
典
へ
の
復
帰
精
神
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
皇
典
と
は
皇
国

の
典
籍
の
意
で
、
日
本
人
を
し
て
日
本
人
な
ら
し
め
る
'
日
本
の
生
ん
だ
古
典

の
意
で
も
あ
り
,
そ
の
皇
典
に
日
本
の
将
来
の
根
源
の
カ
を
見
出
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
教
育
界
で
は
'
西
洋
校
轍
の
学
を
の
か
れ
て
、
修

‥
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
!
-
‥

に
足
る
も
の
が
必
要
と
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
神
皇
正
統
記
が
水
戸
の
大
日
本
史

福
島
の
精
神
的
な
か
て
と
な
り
'
維
新
の
業
の
力
と
も
な
っ
た
こ
と
に
思
い
を

致
し
た
,
こ
れ
等
の
人
々
は
神
皇
正
統
記
こ
そ
恰
好
の
皇
典
で
あ
る
と
認
め
た

に
相
違
な
い
が
へ
一
両
に
新
時
代
の
教
科
哲
と
し
て
国
民
に
広
く
誹
ま
れ
る
べ

き
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
問
題
と
な
る
も
の
か
な
く
は
な
い
と
も
考

え
た
で
あ
ろ
う
.
こ
こ
に
神
皇
正
統
記
を
し
て
一
同
高
次
の
皇
典
た
ら
し
め
よ

う
と
す
る
考
え
方
か
ら
重
修
本
作
成
へ
と
向
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
亙

倍
と
は
興
国
四
年
秋
の
親
房
の
修
訂
を
ふ
ま
え
た
意
味
の
琵
修
で
あ
る
。

神
皇
正
統
記
は
史
の
展
開
を
語
る
に
と
ど
蔓
り
ず
論
で
あ
り
文
で
も
あ
る
。

し
か
し
苅
田
の
本
来
の
目
的
は
「
神
代
ヨ
-
正
誓
言
ウ
ケ
伝
へ
ル
イ
ハ
レ
ヲ

述
コ
ト
ヲ
志
テ
'
常
二
間
ユ
ル
串
ヲ
パ
ノ
セ
ズ
」
(
大
帝
本
四
九
支
)
で
あ
り
、

同
時
に
「
神
代
ヨ
リ
継
体
正
統
ノ
タ
ガ
ハ
セ
給
ハ
三
ハ
シ
」
(
同
三
四
至

を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
'
そ
の
史
の
内
容
は
お
の
ず
か
ら
そ
の
面
に

限
定
さ
れ
か
ち
で
あ
る
。
従
っ
て
見
る
虹
に
よ
っ
て
は
'
あ
ま
り
に
も
支
那
.

即
匿
の
天
地
開
聞
証
に
詳
細
で
あ
り
'
仏
教
・
信
教
に
関
す
る
記
事
が
多
く
、



度
会
神
通
説
を
ふ
ま
え
て
穏
当
を
欠
く
部
分
を
召
し
、
わ
け
て
も
牒
代
の
天
皇

の
寝
業
・
有
職
・
文
化
・
外
交
等
に
関
す
る
記
録
の
少
な
い
こ
と
な
ど
が
問
題

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
蛮
修
を
志
す
人
々
も
こ
の
点
相
当
な
抱
負
と
決
意
と
を
も

っ
て
そ
の
作
業
に
着
手
し
た
も
の
と
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
作
業
は
多
人
数

の
共
同
作
業
で
あ
り
,
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
璽
署
有
す
る
学
者
で
あ
る
た
め

間
単
に
説
の
一
致
を
み
る
こ
と
の
困
難
さ
は
十
分
察
知
し
う
る
。
こ
の
間
の
等

倍
は
同
書
下
巻
冒
頭
の
次
の
語
が
よ
-
物
語
っ
て
い
る
.
「
ア
マ
タ
記
シ
タ
キ

事
モ
侍
レ
ド
,
本
習
′
論
ト
組
出
ス
ル
事
ハ
ス
ベ
テ
見
合
セ
タ
リ
。
尚
更
此
冊

ノ
云
r
t
処
唯
后
ノ
精
神
ヨ
-
渥
レ
来
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
生
ジ
ヒ
ニ
笠
ヲ
加
フ
ベ
キ

ニ
ア
ラ
ズ
ト
恩
ハ
ル
・
故
二
後
醍
醐
ノ
条
以
下
一
辞
ヲ
賛
セ
ズ
。
ソ
ノ
以
前
ノ

粂
々
ハ
特
二
記
ス
ベ
キ
論
ノ
ナ
ナ
レ
バ
省
ケ
リ
」
'
「
文
字
異
同
ヲ
校
ス
ル
ガ

如
キ
ハ
小
節
ナ
レ
バ
跡
ニ
マ
ハ
シ
校
正
本
ヲ
作
ル
ト
キ
ノ
事
ト
シ
'
コ
ノ
歪
修

ヲ
バ
神
速
二
上
木
ス
ル
枝
ア
-
タ
シ
。
ツ
マ
ラ
ヌ
議
論
ハ
残
ラ
ズ
排
邸
ス
ル
ヲ

要
ス
。
先
頃
7
談
モ
ア
-
シ
カ
ド
、
ヨ
ク
恩
フ
ニ
'
曲
学
阿
世
/
奴
原
ト
相
談

イ
タ
ス
ニ
モ
茨
ザ
ラ
こ
と
見
え
も
最
後
に
「
明
治
二
十
年
一
月
六
日
夜
」
と

あ
る
。
ま
た
封
入
さ
れ
て
い
る
久
米
碑
文
の
手
紙
に
は
「
古
人
云
家
を
路
傍
二

作
聖
一
年
不
戊
と
い
ふ
如
く
比
召
既
に
三
年
二
及
て
な
ら
ぬ
は
此
故
也
小
生
依

而
細
カ
ナ
ル
定
見
あ
れ
ど
も
串
間
敷
侠
只
撃
-
惟
二
公
言
ら
れ
ん
事
を
悶
ふ

_
也
云
々
(
原
文
の
ま
ま
)
」
と
あ
る
。
こ
う
し
て
幾
多
の
経
緯
を
経
て
数
年
を

賀
し
て
,
と
に
か
く
一
応
で
き
あ
が
っ
た
重
修
の
草
稿
本
は
や
が
て
満
召
さ
れ

て
皇
典
講
究
所
重
修
本
と
な
り
'
ま
た
こ
の
茸
稿
本
を
新
し
-
飯
田
武
姻
・
栗

田
琵
・
丸
山
作
楽
の
三
人
で
校
合
語
入
れ
し
た
も
の
が
'
前
記
の
天
理
本
の
或

修
神
皇
正
統
記
で
あ
ろ
う
.
(
こ
の
三
本
の
成
立
事
情
は
な
お
栢
細
な
資
料
を
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、

一

意
見
を
召
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
体
は
草
稿
本
の
内
容
と
一
致
す
る
。

ま
ず
体
裁
上
'
関
越
3
品
か
ら
「
シ
禎
レ
パ
神
皇
ノ
正
統
記
ト
ヤ
名
ケ
侍
ル

ベ
キ
」
ま
で
∵
神
代
「
夫
天
地
未
′
分
」
か
ら
「
日
嗣
ヲ
ウ
ケ
給
ス
ベ
ラ
ギ
ニ
ナ

ン
オ
ハ
シ
マ
ス
」
ま
で
)
・
皇
代
と
三
部
立
て
と
し
、
神
代
の
条
の
「
地
神
第

一
代
」
を
「
皇
祖
弟
一
代
」
と
し
'
皇
代
の
条
に
第
四
十
代
弘
文
天
皇
第
八
十

六
代
九
条
廃
僧
嘉
に
傍
召
し
て
淳
仁
天
皇
と
あ
る
の
は
誤
記
、
治
世
の
末
尾

.
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.

 

"

"

-

'

-

祢
シ
準
リ
キ
」
と
あ
る
)
の
二
代
を
加
え
計
九
十
八
代
と
し
た
。
統
計
的
に
元

す
と
本
文
の
削
除
五
十
二
ヶ
所
、
補
訂
百
十
八
ヶ
所
(
他
に
襲
容
は
七
ヶ
所
す

べ
て
削
除
し
て
い
る
)
と
な
る
が
、
削
除
と
は
一
文
全
部
'
あ
る
い
は
そ
の
部

分
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
'
補
訂
も
全
-
新
し
い
事
項
を
加
笠
し
た
も
の
と

本
文
を
生
か
し
な
が
ら
部
分
を
補
っ
た
も
の
と
が
あ
る
。

開
祖
と
神
代
の
部
で
削
除
し
た
部
分
を
列
挙
す
る
L
L
、
1
「
凡
内
典
ノ
説
・
・
・

金
剛
山
ノ
事
也
ト
ゾ
。
サ
レ
ご
(
四
四
頁
～
四
五
頁
)
2
「
天
竺
-
説
ニ
バ

ー
・
・
・
退
役
ス
ベ
シ
ト
見
エ
タ
リ
」
(
四
五
頁
～
四
八
頁
)
3
「
闇
撃
I
<
　
数

万
歳
ヲ
ヘ
タ
リ
上
至
(
四
八
五
)
1
「
他
界
ヲ
建
立
ス
ル
姿
ハ
　
サ
レ
ド
'

コ
レ
ハ
」
へ
四
八
頁
)
5
「
国
営
立
尊
ト
申
ス
・
-
-
万
物
ヲ
生
ズ
ル
ハ
ジ
メ
ト
ス
」

へ
四
九
五
-
五
〇
頁
)
6
「
此
名
二
付
キ
テ
　
<
口
伝
ア
-
∨
」
へ
五
〇
頁
)

7
「
宝
山
ニ
ト
ド
マ
リ
テ
・
・
・
-
心
ア
ル
ベ
キ
ニ
ヤ
」
(
至
頁
)
c
c
「
或
説
ニ

∵
　
-
・
-
蝣
'
・
'
1
二
　
ぺ
一
・
・
・
「
、
　
ノ
撃
・
・
∴
'
-
-
-
-
K
∵

ニ
ア
リ
∨
一
(
五
五
頁
)
1
0
「
天
招
大
神
・
・
・
ウ
マ
レ
給
シ
ユ
ヱ
ニ
ヤ
」
(
五
入
頁
)

1
 
1
「
抑
天
竺
ノ
説
ニ
-
-
仏
ハ
出
拾
ケ
-
-
ゾ
」
(
六
一
二
頁
)
1
 
2
「
此
尊
天
下
ヲ

-
-
ス
ヱ
ツ
カ
タ
ニ
ア
タ
ル
ベ
キ
ニ
ヤ
」
(
六
四
頁
-
六
五
頁
)
1
 
3
「
此
神
/
初

代
・
・
・
-
八
十
一
二
万
六
千
四
十
一
二
年
ト
云
。
」
(
六
五
頁
～
六
六
ち
1
 
4
「
石
不

3



合
ノ
尊
-
-
シ
ル
ペ
キ
也
」
へ
六
六
き
と
な
る
。
た
だ
4
を
削
除
し
た
代
り
に

「
故
二
日
ク
天
地
ノ
初
発
ノ
時
高
天
原
二
成
り
坐
セ
ル
神
'
五
柱
坐
シ
坐
ス
。

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

ニ

∵

'

蝣
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-

.

 

'

?

尊
　
次
二
天
常
立
尊
ト
申
ス
。
此
ノ
神
等
ヲ
別
天
神
ト
申
ス
。
次
二
国
立
常
尊

・

:

二

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　

'

-

.

-

;

　

f

t

'

-

,

;

蝣

'

'

'

-

・

.

'

.

i

i
.
卜
・
:
・
∵
-
^
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'
r
%
'
-
'
-
'
-
-
蝣
サ
*
-
-
-
.
i
i
-
<
*
 
'
,
無
　
　
　
　
　
㍉
　
∴

・
再
等
ト
申
ス
<
上
ノ
ニ
柱
ハ
各
1
代
ト
云
ヒ
次
二
蟹
ビ
坐
ス
十
柱
ハ
至
二
神
ヲ

合
セ
テ
一
代
ト
云
フ
∨
此
ノ
伊
弊
誌
伊
非
鞘
ノ
二
神
ハ
正
シ
ク
陰
陽
ノ
ニ
シ
こ

分
レ
テ
'
造
化
ノ
元
ト
成
り
給
ヒ
'
万
物
ラ
生
ス
ル
始
メ
ト
ス
。
以
上
諸
相
ヲ

合
セ
テ
'
神
代
七
代
ト
モ
云
フ
」
と
補
訂
し
て
い
る
。
こ
の
草
稿
の
補
訂
に
対

し
て
'
上
楓
に
「
武
郷
云
此
段
異
見
ア
リ
」
「
軍
耳
故
日
以
下
ハ
准
后
ノ
意
-

異
ナ
リ
。
堆
后
ハ
国
常
立
h
 
I
,
王
ト
哲
玉
ヘ
ル
也
。
故
二
原
容
ノ
哲
人
二
又
ハ
云

々
ト
記
セ
ル
ナ
リ
。
シ
カ
セ
ザ
レ
バ
全
ク
原
書
ノ
意
ヲ
投
ヌ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ル
」

「
祉
聖
揮
ズ
ル
こ
、
准
后
ノ
正
統
記
ヲ
作
ル
国
常
立
尊
ヲ
以
テ
始
粗
ノ
神
ト
ナ

ス
ト
キ
ハ
'
今
コ
レ
ヲ
誕
テ
故
ラ
ニ
天
御
中
主
神
ト
ス
ル
ハ
穏
カ
ナ
ラ
ザ
ル
こ

似
ク
リ
。
サ
レ
パ
其
本
文
ハ
唯
后
ノ
意
こ
ョ
リ
別
二
脚
修
者
ノ
1
説
ト
ナ
シ
テ

-
-
1
-
,
・
i
 
'
・
∵
　
　
　
　
　
　
共
.
 
'
ー
　
　
　
　
　
　
∴
∵
・
.
.
ふ
:
.

修
ノ
重
恩
モ
ク
ツ
ベ
シ
O
故
二
此
所
ハ
神
ノ
御
名
モ
本
文
二
従
ヒ
'
又
一
説
-

シ
テ
天
御
中
主
神
以
r
L
L
ノ
御
名
ヲ
挙
ル
方
正
シ
カ
ル
ベ
シ
。
モ
シ
刑
修
ス
ル
人

ノ
牽
甲
ソ
タ
ル
痕
見
ハ
レ
テ
ハ
人
モ
服
従
ス
マ
ジ
」
と
の
意
見
を
附
記
し
て
い

㌻
こ
　
「
　
　
　
　
　
‥
-
-
.
L
<
t
に
「
j
 
'
蝣
-
八
.
誉
.
　
　
　
　
」
∴

る
に
対
し
て
'
武
郷
は
「
脚
力
諭
ア
リ
」
と
L
t
貫
は
「
原
告
天
祖
ト
ノ
,
,
、
ア

ル
l
L
m
ル
ベ
シ
。
天
御
中
主
ヲ
天
祖
ト
ス
ル
串
松
ナ
シ
。
徴
ナ
キ
串
ヲ
記
ス
バ

杜
撰
ト
ナ
ル
.
削
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
'
翠
尿
独
自
の
天
祖
説
・
五
行
の

征
各
々
神
と
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
説
に
対
す
る
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
岩
見
を
併
わ

せ
見
る
こ
と
が
で
き
る
O
一
文
全
部
を
削
除
し
た
場
合
は
事
は
簡
単
と
も
言
え

る
が
'
上
記
の
例
は
部
分
を
補
訂
す
る
こ
と
の
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
示
す

_
‥
l
*
'
l
∴
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵

て
こ
の
開
冠
・
神
代
の
条
の
削
除
を
量
的
に
み
る
な
ら
ば
大
帝
本
で
四
三
八
行

の
う
ち
一
一
九
行
の
多
き
に
及
ん
で
居
り
'
削
除
は
四
つ
の
立
場
か
ら
行
な
わ

れ
た
。
日
本
肝
史
の
教
科
書
的
な
性
柘
か
ら
'
な
る
べ
く
純
粋
に
日
本
的
な
記

∴
　
　
∴
∴
'
i
'
L
J
.
.
'
-
.
.
-
.
∵
　
　
　
　
　
　
　
‥

し
'
次
に
仏
教
・
儒
教
等
内
外
典
の
事
に
関
す
る
記
事
を
三
に
墾
尿
の
信
奉
し

た
度
会
神
遺
説
に
よ
る
神
仏
習
合
説
を
'
最
後
に
神
代
五
代
の
年
序
に
関
す
る

も
の
を
削
除
し
た
　
(
3
の
削
除
に
よ
っ
て
'
百
三
説
な
ど
日
本
に
存
在
し
う
る

い

‥

,

,

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

-

-

サ

蝣

　

-

蝣

,

 

-

'

・

'

・

　

　

・

I

'

'

も
省
い
て
し
ま
っ
て
い
る
)
こ
の
四
つ
の
立
場
の
う
ち
前
三
者
に
よ
る
削
除
は

皇
代
の
各
条
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

皇
代
に
つ
い
て
概
論
し
よ
う
。
削
除
・
補
訂
と
も
に
な
い
も
の
、
綴
靖
・
安

w
・
-
 
'
.
蝣
＼
-
,
・
:
i
　
∴
・
蝣
蝣
.
>
'
;
<
2
.
:
・
-
.
∵
‥

兵
・
後
先
笹
・
鳥
羽
・
士
御
門
・
四
条
・
後
嵯
峨
・
後
,
6
草
・
後
年
多
・
伏

見
・
複
伏
見
・
後
二
条
・
後
村
上
の
二
十
二
代
O
削
除
の
み
の
も
の
は
わ
ず
か

に
'
望
毘
・
光
孝
・
後
醍
醐
の
三
代
の
み
で
、
孝
霊
の
条
で
は
「
四
十
五
年
乙

卯
へ
秦
ノ
始
皇
即
位
。
此
始
皇
仙
方
ヲ
コ
ノ
,
、
、
テ
長
生
不
死
ノ
薬
ヲ
日
本
ニ
モ

ト
ム
」
　
(
五
一
頁
)
光
孝
の
条
で
は
「
仏
モ
衆
生
　
垂
悪
又
マ
チ
く
ナ

リ
」
(
一
二
四
頁
)
、
後
醍
醐
の
条
で
は
「
天
子
濯
頂
ノ
例
ハ
・
・
・
-
許
可
ニ
サ
ダ

マ
リ
ニ
キ
ト
ゾ
」
　
(
1
七
一
頁
～
一
七
二
頁
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
醍
醐

天
皇
の
条
の
一
ヶ
所
の
削
除
は
、
天
子
濯
頂
と
い
う
な
-
て
も
が
な
の
仏
教
的

な
事
伝
を
除
こ
う
と
す
る
態
度
に
発
す
る
も
の
で
'
北
朝
人
に
よ
る
改
ざ
ん
が

後
醍
醐
・
後
村
上
天
皇
の
条
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
'
頚
修
本
の
場



・
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「

こ
と
で
あ
る
o
削
除
・
補
訂
と
も
に
あ
る
も
の
、
神
武
・
崇
神
・
応
神
・
仁
徳
・
雄

聖
試
烈
・
欽
明
・
敏
速
・
用
明
・
崇
陵
・
推
古
・
斉
S
・
持
続
・
文
武
・
称

徳
・
嵯
峨
・
清
和
・
宇
多
・
後
三
条
・
亀
山
の
二
十
代
へ
特
に
崇
神
・
称
撃

咲
嵯
・
後
三
条
の
四
代
は
孟
的
に
も
目
立
っ
て
多
い
。
補
訂
の
み
の
も
の
は
残

り
の
五
十
三
代
で
あ
る
。
な
お
補
訂
の
形
式
に
つ
い
て
二
言
す
る
な
ら
ば
、
安
良

問
駄
作
氏
が
「
南
北
朝
期
文
芸
と
し
て
の
神
皇
正
統
記
」
　
(
岩
波
「
文
学
」
二

十
一
巻
十
二
月
号
)
で
い
み
じ
-
も
指
摘
し
た
通
り
へ
神
皇
正
統
記
の
搭
代
の

・

蝣

・

-

J

　

十

k

蝣

蝣

'

-

.

-

*

.

'

!

蝣

蝣

-

・

-

　

　

　

ニ

'

'

J

.

'

‥

∴

I

L
-
'
.
 
'
-
-
:
ド
_
　
　
∴
「
.
 
'
.
 
"
-
-
・
t
-
j
'
"
'
~
j
 
'
.
;
・
>
∴
　
　
　
∵

年
令
と
な
る
が
へ
こ
の
記
故
形
式
は
そ
の
天
皇
の
治
世
の
事
蹟
に
よ
っ
て
ま
た

諭
の
進
め
方
に
も
よ
っ
て
抜
雑
な
形
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
補
訂
の
場
合

も
、
崇
神
天
皇
の
条
の
よ
う
に
紀
年
を
追
う
て
編
年
体
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

、
あ
れ
ば
,
多
く
は
8
と
9
と
の
問
に
「
比
ノ
天
皇
云
t
」
と
し
て
治
惟
問
の
ま

と
め
と
し
て
重
要
な
事
項
を
補
訂
し
た
り
'
6
以
下
9
に
か
け
て
「
此
ノ
御

時
」
「
比
御
代
」
「
是
時
」
な
ど
と
し
て
そ
の
拾
性
の
紀
年
の
前
中
後
に
か
か

わ
ら
ず
治
世
全
体
と
し
て
の
重
大
な
史
や
諭
を
も
述
べ
て
い
る
O
　
(
大
系
本
七

二
頁
頭
注
六
参
懸
し
か
も
全
体
を
通
じ
て
、
補
訂
は
そ
の
天
皇
の
盛
業
・
文

化
・
風
俗
・
有
職
等
相
当
広
い
範
囲
に
わ
た
り
'
串
外
国
に
関
す
る
場
合
は
特

に
什
・
・
し
∴
　
　
ト
　
　
ト
∴
　
　
'
;
-
7
r
-
-
*
・
*
-
-
蝣
>
・

・
は
,
墾
尿
の
神
皇
正
統
記
そ
の
も
の
の
価
値
に
何
か
と
加
え
た
も
の
で
は
な
く

し
て
,
そ
の
史
と
し
て
の
内
容
を
内
政
・
外
交
の
両
で
栢
細
さ
を
増
し
へ
叙
述

の
形
式
上
あ
る
躍
度
の
統
一
整
備
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
る
。

全
巻
い
た
る
と
こ
ろ
に
誼
修
本
作
成
の
途
上
に
お
け
る
三
人
の
意
見
が
種
々

記
入
さ
れ
て
い
て
興
味
ぶ
か
い
が
、
下
巻
の
最
初
の
空
白
の
部
分
に
次
の
よ
う

悪
日
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
「
代
数
ノ
事
、
イ
カ
ガ
、
甜
レ
ゾ
二
見
セ
テ
正
サ
七

度
等
也
。
カ
ナ
違
ヒ
多
シ
'
是
モ
カ
ナ
ノ
事
ヲ
知
ル
八
二
正
サ
セ
申
ス
ベ
シ
。

丸
山
君
ノ
校
正
ノ
事
ヲ
知
リ
タ
ル
人
二
間
合
セ
テ
句
読
ノ
仮
名
等
ノ
事
ヲ
ヨ

ク
ー
＼
吟
味
ス
ベ
シ
o
イ
ヨ
7
上
智
本
ヲ
拓
へ
ン
ト
ナ
ラ
バ
各
自
手
ワ
ケ
ヲ
シ

テ
心
ヲ
尽
ス
様
7
-
タ
シ
。
第
一
事
実
ヲ
聴
調
ル
事
'
第
二
代
数
ヲ
ヨ
ク

異
同
ナ
キ
様
ニ
ス
ル
事
へ
堕
1
一
校
試
シ
テ
仮
名
ノ
誤
リ
ヲ
正
ス
串
へ
第
四

片
仮
字
本
ト
モ
合
セ
ミ
ル
事
'
第
五
重
修
ノ
文
学
壷
シ
カ
ラ
ヌ
処
モ
ア
ラ

.

.
=
・
∴
了
"
-
"
.
¥
-
-
L
'
-
-

代
毎
に
上
欄
ま
た
は
別
紙
に
そ
の
天
皇
の
「
御
名
・
壷
考
皇
妃
・
降
誕
・
立
太

子
・
即
位
・
在
位
・
宝
算
・
御
陵
」
を
摘
記
し
て
い
る
が
'
本
文
の
腰
史
的
事

実
の
誤
記
や
誤
認
に
つ
い
て
は
特
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
第
五
の
項
に
つ
い
て

‥
.
I
;
小
・
:
>
蝣
'
∴
∴
.
蝣
,
:
V
-
^
-
.
:
'
.
-
:
.
J
-
ォ
"
,
皇
遠
言
*
.
・
蝣
-
蝣
;
蝣
'
-
.
・
.
∴
J
-
"
-
v
'
'
這
.
・

の
考
究
に
ま
つ
旨
の
頭
注
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
多
く
の
人
に
よ
っ
て
数
年
問
に
亘
っ
て
行
な
わ
れ
た
霞
修

小
1
'
-
I
-
'
蝣
'
.
・
*
卜
ー
主
上
∴
L
i
;
"
-
T
V
-
-
!
ト
・
・
"
・
ご

み
の
壮
な
る
に
対
し
て
臣
稿
を
見
る
に
至
ら
ず
、
刊
行
の
時
を
え
ず
蛇
岸
に
終

っ
た
。
こ
れ
は
そ
う
な
る
べ
き
迩
命
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
河
真
一
の
評
註
神
皇
正
統
記
の
刊
行
以
後
明
治
二
十
年
代
に
九

本
,
三
十
年
代
に
四
本
と
矢
つ
ぎ
は
や
に
神
皇
正
統
記
が
国
文
・
国
史
の
中
等

・
‥
ト
∵
-
∴
y
-
'
'
∴
・
(
-
-
ハ

!
T
小
(
.
-
,
.
,
二
八
-
-
.
蝣
・
蝣
.
-
-
蝣
.
・
)
へ
二
T
-
-
∵
T
:
-
什
主
と
-
・
'
蝣
>
*
・
"
~
-
'
い
1
%
-
-
T
・
*
・
日

記
が
広
く
詑
ま
れ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
そ
の
う
ち
に
は
内
藤

i
i
-
i
-
*
-
S
-
=
.
-
-
蝣
蝣
'
-
'
'

-
^
蝣
'
~
-
-
i

-
1
u
i
i
i
l
十
:
:
蝣
蝣
;
-
)
・
'
;
:
蝣
:
z
;

㍉
仁
,
.
.
:
-
]
(
_
い
-
r
J
蝣
-
.
上
土

1
1
五
i
-
<
・
i
i
i
i
t
*
^
.
^
i
i
.
-
:
い
㌣
「
-
.
'
.
=
;
&
"
蝣
=
(
什
真
宗
・
i
i
i
-
N
l
^
;
-
礼
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校
訂
碍
庄
)
　
へ
同
年
)
が
含
ま
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
等
の
底
本
と
な
っ
た
も
の

は
、
重
伐
木
の
そ
れ
で
は
な
く
て
l
投
の
流
布
本
と
同
一
で
あ
っ
た
事
実
も
重

修
本
作
成
の
試
み
の
挫
折
を
意
味
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

蝣
S
y
,
y
V
{
-
u
-
丁
・
r
J
正
規
記
の
唱
Y
r
l
u
W
r
:
た
め
こ
0
}
・
+
ォ
!
」
中
小
p
7
J
-
<
J
I
.
-
I
っ
づ

J
、
　
　
　
　
　
　
　
∴
∴
v
i
:
＼
　
　
　
∴
　
　
ー
'
'
I
l
-
;
*
,
 
"
"
'
.
1
'
.
v
i
'
"
・
・
'
'
-

る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
心
残
り
な
の
は
京
都
市
内
に
所
在
は
わ
か
り
な
が
ら

拝
見
の
機
に
め
ぐ
ま
れ
ず
他
日
を
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
二
本
の
あ
る
こ

と
'
大
和
の
尾
根
を
旅
し
て
韻
査
を
試
み
た
い
と
念
じ
っ
つ
そ
れ
を
来
る
年
に

延
期
せ
ざ
る
を
絹
な
か
っ
た
こ
と
と
で
あ
る
。
北
昌
親
房
・
頂
家
等
を
祭
神
と

す
る
神
社
が
全
国
に
三
社
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
'
神
望
正

統
記
伝
本
の
所
戒
の
有
相
.
I
.
を
椙
会
し
て
み
た
が
二
社
か
ら
は
'
不
幸
に
し
て
戦

s
A
V
O
地
n
t
t
沼
で
」
?
?
!
?
べ
き
も
O
i
i
L
と
〇
回
t
'
-
i
)
V
"
'
L
t
 
J
-
/
北
柏
　
0
1

旺
i
 
"
-
:
は
「
門
冶
二
十
三
y
'
-
一
日
t
f
l
^
T
?
潤
一
「
り
m
p
'
t
'
-
i
十
'
r
0
-
1
S
る
」
由
の
韻

を
う
け
'
し
か
も
白
川
本
の
項
軍
と
同
じ
よ
う
な
記
載
の
あ
る
こ
と
を
知
り
喜

び
に
た
え
ず
広
島
大
学
図
ヨ
館
を
通
じ
て
、
社
の
近
-
の
大
学
の
怪
済
学
部
の

方
に
フ
イ
ル
ム
損
形
を
お
煩
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
伝
本
に
拐
し
う
る

日
を
そ
れ
こ
そ
鶴
首
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
へ
入
手
し
え
た
も
の
は
写
本
の
そ
れ

で
は
な
-
'
昭
和
入
年
刊
白
山
本
和
良
正
統
記
の
も
の
で
あ
っ
た
。
写
本
と
か

伝
本
と
い
う
こ
と
ば
も
専
攻
す
る
学
問
の
他
界
が
違
い
'
多
く
の
人
の
手
を
通

し
て
項
を
躍
ん
で
い
る
と
案
外
な
手
違
い
の
生
じ
る
も
の
だ
と
摺
っ
た
。
ア
メ

i
力
の
カ
-
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
バ
ー
ク
レ
ー
に
デ
ル
マ
-
・
エ
ム
・
ブ
ラ

ウ
ン
さ
ん
と
r
J
ぅ
C
l
・
r
z
.
 
-
:
Z
>
付
j
j
j
r
j
.
p
;
"
.
十
　
　
日
‥
r
¥
J
'
唱
北
v
-
*
'
.
r
>
石
E
教
V
J

と
協
同
し
て
愚
管
抄
を
英
訳
し
、
次
に
神
皇
正
統
記
を
是
非
と
り
あ
げ
た
い
と

&
*
'
し
て
?
〇
こ
し
喜
、
　
　
ワ
蝣
-
-
¥
/
;
-
i
¥
i
[
7
じ
・
＼
i
3
-
し
て
い
た
T
.
(
山

瑚
大
理
の
仲
宗
輯
俄
雪
教
授
か
ら
潤
い
t
l
.
プ
ラ
ウ
ツ
さ
ん
は
伸
男
望
憲
通

じ
て
、
相
良
正
統
記
の
写
本
の
フ
イ
ル
ム
や
研
究
資
料
を
め
ぐ
ん
で
ほ
し
い
こ

と
'
更
に
私
に
協
同
研
究
を
と
申
し
込
ん
で
き
た
。
私
は
正
し
い
訊
訳
は
信
頼

し
う
る
に
足
る
底
本
に
よ
る
べ
き
で
'
一
写
本
に
た
よ
る
こ
と
の
不
備
を
申
し

出
た
が
'
好
便
が
あ
っ
た
の
で
'
せ
め
て
も
の
参
考
に
と
前
記
の
フ
イ
ル
ム
や

岩
波
文
は
本
や
参
考
資
料
を
寄
贈
し
て
お
い
た
。
神
皇
正
統
記
は
ド
イ
ツ
人
ヘ

ル
マ
ン
・
ポ
ー
ナ
I
に
よ
る
独
訳
本
(
昭
和
十
年
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
'

ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の
英
訳
本
の
大
成
を
祈
っ
て
や
.
ま
な
い
。
戦
後
の
日
本
ブ
ー
ム

に
よ
っ
て
'
外
国
人
に
よ
る
日
本
の
古
鞄
や
現
代
文
学
が
盛
ん
に
訊
訳
さ
れ
て

い
る
が
'
何
よ
り
も
訳
者
の
日
本
語
お
よ
び
日
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
知
識

の
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
典
籍
わ
け
て
も
古
典
に
対
す
る
敬
凄
さ
の
不
足
に
よ

る
都
合
主
義
的
な
調
訳
態
度
を
さ
び
し
-
思
う
。
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー

大
学
の
レ
-
ヴ
ィ
ン
さ
ん
は
山
璽
坑
伝
の
桜
頒
全
伝
甥
草
紙
を
独
訳
し
た
り
続

日
本
紀
の
唱
武
天
皇
妃
の
全
訳
を
刊
行
し
て
広
島
訪
問
に
畷
し
て
一
本
を
贈
呈

し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
誠
実
な
学
問
的
態
選
と
良
心
的
な
業
践
に
は
探
-
打
た

れ
た
。
私
は
大
系
本
神
皇
正
統
記
が
で
き
あ
が
っ
た
ら
日
本
研
究
者
の
こ
の
二

人
に
早
速
蔵
本
し
よ
う
と
溝
し
み
に
し
て
い
る
。

古
典
は
古
典
と
し
て
万
人
に
正
し
-
読
ま
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
。
時
代

に
よ
り
読
む
人
に
よ
り
へ
そ
れ
が
何
等
か
の
特
殊
な
詩
心
図
を
も
っ
て
、
都
合
よ

-
部
分
が
誇
張
さ
れ
た
り
全
体
が
色
を
も
っ
て
曲
げ
ら
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
言
わ
ば
古
典
の
卑
小
化
で
あ
り
古
典
の
生
命
を
き
ず
つ
け
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
二
度
に
百
石
相
良
正
統
記
に
対
す
る
変
革
の
企
て
は
'
と
も
に

胡
房
の
神
皇
正
統
記
を
他
人
の
押
皇
正
統
記
に
す
り
か
え
る
も
の
で
あ
っ
て
'

そ
れ
が
個
人
の
思
い
あ
が
り
の
試
み
で
な
-
'
そ
の
背
後
に
そ
う
さ
せ
た
時
代

の
大
き
な
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
い
ず
れ
に

し
て
も
古
典
に
と
っ
て
は
貴
大
な
不
幸
事
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
意
味
で
'
今

こ
そ
研
し
-
相
当
正
統
記
が
日
本
人
の
古
典
と
し
て
広
-
正
し
く
し
か
も
静
か

に
読
ま
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
以
下
'
四
五
ペ
ー
ジ
へ
続
ノ
、
)
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も
し
て
い
な
い
が
買
め
て
い
な
い
し
)
思
わ
れ
る
O
別
に
批
判
的
な
事
が
書
い
て

な
い
か
ら
だ
。

文
茸
に
於
て
は
'
や
は
り
「
連
用
中
止
法
」
が
続
い
て
息
苦
し
い
所
が
あ
っ

た
。
古
文
を
読
む
時
よ
く
思
う
こ
と
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
に
古
語
は
現
代
語

に
比
べ
て
'
非
常
に
意
味
深
く
ぴ
た
り
と
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の

作
品
で
D
I
E
に
つ
い
た
も
の
は
〃
あ
は
れ
'
今
年
の
暮
れ
に
そ
の
銀
の
か
た
ま
り

欲
し
や
〃
の
ク
あ
は
れ
〃
と
か
〃
こ
ち
の
人
、
こ
ち
の
人
〃
と
女
房
が
亭
主
に

呼
び
か
け
る
こ
と
ば
で
も
い
か
に
も
夫
に
従
順
な
安
の
優
し
い
餅
が
思
い
浮
べ

ら
れ
る
。
最
後
に
読
畢
こ
し
て
の
立
場
か
ら
一
歩
退
い
て
視
界
を
広
め
て
'
こ
の
二
つ

の
読
み
物
を
眺
め
て
み
る
と
(
な
あ
ん
だ
'
単
に
お
金
儲
け
と
貧
乏
人
と
の
事

実
を
述
べ
て
い
る
の
み
で
'
そ
れ
に
対
し
て
作
者
は
少
し
も
掘
り
下
げ
て
い
な

い
で
は
な
い
か
'
こ
れ
で
は
文
学
と
い
う
も
の
で
は
な
い
)
と
言
え
る
か
4
1
し

れ
な
い
O
し
か
し
私
は
事
実
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
へ
そ
の
事

箕
を
述
べ
て
い
る
中
に
作
者
の
人
生
餅
が
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

他
に
も
お
金
の
こ
と
を
取
り
扱
っ
て
い
る
作
品
が
あ
っ
た
ら
読
ん
で
み
た
い

と
思
う
。
そ
し
て
西
鶴
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
い
。
　
　
　
(
完
)

(
注
)
本
文
は
長
い
の
で
抜
茸
し
た
O
本
人
が
こ
れ
を
改
作
し
て
「
広
島
県
説

欝
掠
恕
文
コ
ン
ク
ー
ル
ー
似
-
青
少
年
の
部
」
に
お
く
り
二
等
と
し
て
昭
和

三
<
年
一
月
十
七
日
付
の
中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
(
-
-
:
・
-
…
:
ト
「
∴
　
卜
∴
十
;
)

(
六
ペ
ー
ジ
よ
り
)

追
　
記

「
重
修
神
皇
正
記
考
」
は
「
国
語
教
育
研
究
第
十
号
」
の
求
め
に
応
じ
て
、

昭
年
三
十
九
年
九
月
に
投
出
し
た
が
'
印
刷
の
こ
と
が
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
る
う
ち
に
,
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
乗
本
神
皇
正
統
記
が
昭
年
四
十
年
二

月
に
先
き
に
刊
行
さ
れ
た
。
大
系
本
の
解
説
の
な
か
で
'
こ
の
論
文
参
照
を

願
っ
て
い
る
私
と
し
て
は
ま
こ
と
に
相
す
ま
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
御
海
容

を
お
願
い
し
た
い
。

な
お
こ
の
余
白
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ヽ
大
系
本
神
皇
正
統
記
の
誤

記
・
不
倫
を
訂
正
・
捕
備
し
て
お
-
。
大
系
本
一
七
・
三
一
二
二
四
五
の

「
高
野
山
金
剛
一
二
昧
院
」
は
「
高
野
山
由
照
光
院
」
が
正
し
く
御
所
蔵
本
投

影
を
許
し
て
上
さ
っ
た
遍
照
光
院
に
如
し
へ
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
あ
ら
た

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
〇
六
五
五
の
「
院
王
」
は
'
底
本
照
王
と
あ
る

も
山
二
・
大
・
竹
本
等
に
よ
り
「
昭
王
」
、
七
五
五
の
「
陸
奥
」
の
よ
み
が

な
「
み
ち
の
く
」
は
「
み
ち
の
お
-
」
へ
一
四
四
五
の
「
丁
亥
」
の
よ
み
が

な
「
ひ
の
え
ゐ
」
は
「
ひ
の
と
ゐ
」
'
一
七
〇
五
の
琉
注
一
は
削
除
'
同
じ

∵

.

し

　

.

　

、

　

　

　

　

一

　

∵

.

;

　

i

"

j

ふ
」
は
「
従
う
」
'
一
九
一
頁
の
「
仲
尼
」
の
よ
み
が
な
「
ち
ゅ
う
じ
」
・
は

「
ち
ゅ
う
ぢ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
・
補
胎
す
る
。

・ir>

(
昭
年
四
十
年
一
二
月
二
十
一
日
)

(
本
学
教
授
)

tosho-seibi-repo
長方形




